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研究成果の概要（和文）： 

本研究は、医療通訳者に残る課題である即時性，簡便性，普遍性，医療経済的観点を克服す

る多言語医療会話支援ソフトウエアの開発･臨床応用であり，具体的には，主訴，現症，検査，

治療，説明などがコンピュータ上で日本語と外国語相互にリアルタイムで翻訳でき，患者と医

師が画面上で多言語間での会話が行なえる．汎用的な Windows の OS を搭載したノート型 PC 上

において単体で動作するソフトウエアの完成に至った． 

 
研究成果の概要（英文）： 
The number of foreign residents has been increasing, which causes to reside and stay 

longer. There is an increase of foreign patients with chronic illness and who undergo 

surgery. They are sometimes put under inequalities in the health care due to issues such 

as language, cultural difference, health care system, and economical problem.Language 

barriers becomes an obstacle to an appropriate health care and induce misinterpretation 

even if translated.  Thus, the purpose of the study is to develop the software of the 

multi-language medical translation system to support foreign patients residing in Japan. 
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１．研究開始当初の背景 

在住外国人が日本人と同等の保健医療を
受けるには外国語医療支援が必要であるが，

すべての場面に医療通訳を配置することは
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むずかしい．即時性，簡便性，普遍性，医療

経済的観点を克服する IT による多言語医療

会話支援ソフトウエアの開発が，喫緊の地域

医療の国際化とその質向上に果たす役割は

大きい．これが本研究の着想に至った経緯で

ある． 

２．研究の目的 

外国人に対する保健医療は決して特殊で

はなく，基本的には日本人に対する保健医療

と同じである．ただ，言葉や文化，習慣や宗

教の相違によるハンデキャップに加えて，出

身国と日本の保健医療システムの違いがあ

り，十分な保健医療の提供を妨げられること

があると考えられる．特に医療従事者と在住

外国人患者の相互理解における言語コミュ

ニケーションの果たす役割は大きく，在住外

国人が日本人と同等の保健医療を受けるに

は外国語医療支援が必要である．本研究では，

医療通訳者に残る課題である即時性，簡便性，

普遍性，医療経済的観点を克服する多言語医

療会話支援ソフトウエアの開発･臨床応用で

あり，具体的には，主訴，現症，検査，治療，

説明などがコンピュータ上で日本語と外国

語相互にリアルタイムで翻訳でき，それらを

患者と医師が共有できるソフトウエアの開

発とその臨床応用である． 

３．研究の方法 

本システムを用いることによりリアルタ

イムに患者と医師が画面上で多言語間での

会話が行なえる．本システムの開発上重要な

点は医療用文例用語作成・翻訳とそれをコン

ピュータ上に表示させるためのソフトウエ

アシステムの開発の２点である．  

（１）医療用文例用語作成・翻訳 

小児救急ならびに産婦人科日本語文例は

複数のそれぞれの認定医ならびに専門医に

より作成され，さらに，英語，中国語，ポル

トガル語，スペイン語をそれぞれ母語とする

医師により外国語に翻訳される．  

（２）多言語医療会話支援ソフトウエア概要 

汎用的な Windows の OS（Windows 2003 ま

たは同 XP）を搭載したノート型 PC 上におい

て単体で動作するソフトウエアを開発する．

また，開発ソフトウエアは CD-ROM 等の媒体

により，簡易に他の PC に移植が可能なもの

とする．  

４．研究成果 

（１）多言語医療会話支援ソフトウエアの主

な機能および諸元 

a)セキュリティ機能：ID とパスワードにより，

利用可能ユーザーを限定し，セキュリティの

確保を図る．b)搭載可能文例等：産婦人科お

よび小児救急の２診療科，英語，中国語，ス

ペイン語およびポルトガル語の４言語への

翻訳文を搭載する．c)質問簡易検索・選択：

診療時に用いる質問（最大 1,000 項目）を，

最大２回のクリック操作により画面に表示

させる．d)画面ナビゲーション機能：使用中

の画面が文例全体のどの位置にあるのかを

明示する．e)翻訳文同時表示機能：質問選択

と同時に，当該質問に対する回答選択肢およ

びこれらの翻訳文を同一画面に表示する． 

f)同時マーキング機能：選択された回答肢を，

日本語および翻訳文双方にマーキングさせ

る． g)一覧表示機能：選択された質問およ

び回答の日本語および翻訳された外国語を

選択した時間順に一覧表示する． h)印刷機

能：一覧表示された質問および回答を印刷可

能とする． i)データ保存機能：各診療にお

ける使用記録をデータとしてシステムに保

存可能とする． j)保存データの検索，削除，

再入力機能：保存された使用記録のデータを

簡易に検索，削除，および再入力することを

可能とする． k) カスタマイズド機能：既

搭載の文例，翻訳文の内容や表示順序を，シ

ステム毎に変更を可能とする． 

（２）操作手順の実際 



 以下の順序で、実際の画面を表示しながら、

機能ならびに操作手順を示す。 

１．システム環境 

 自動翻訳システムは、Celeron1.0GHX 以上、

OS は Microsoft Windows 98 以上、メイン

メモリーは 128.MB 以上のパソコン上で動作

する。 

２． ログイン画面 

自動翻訳システムを起動させると、最初に

ログイン画面が開く。ユーザーID とパスワー

ドを入力することにより、選択画面に進む。 

３．  選択画面 

選択画面では、診療科目と翻訳言語の選択

を行う。診療科目および翻訳言語はそれぞれ

プルダウンメニューにより選択し、診療画面

の初期画面に進む。 

 

 また、この画面から既存データの検索画面

や基本設定画面に進むことも可能である。 

４．   診療画面 

４．１．  診療画面の選択 

 診療画面には、予診画面、問診画面および

説明画面の 3つの画面があるが、どの診療画

面を使用するかを、初期画面上で、画面左側

上部のボタンで選択する。 

診 療 画 面 の 選 択 ボ タ ン

 

予診画面、問診画面および説明画面を開くと、

左下にそれぞれの画面の質問選択肢のメニ

ューが表示される。 

４．２．  診療画面の動作 

 各診療画面における画面構成および使用

手順は同一である。問診画面を例に動作方法

を説明する。 画面左下の選択肢群のメニュ

ーボタンをクリックすると、当該選択肢群の

質問肢が画面右側の中段に日本語で表示さ

れる。回答肢を選択すると選択された回答肢

は、網掛け表示される。これにより、医師と

患者が回答を相互に確認することが可能と

なる。 

 

 次の質問は、画面右側中段の質問肢の中

から選択することも、画面左側のメニュー

ボタンを押し、異なる質問肢群の中の質問

を選択することも可能である。 

５．   表示 

５．１．  言語選択 

 画面左側上部の「表示」ボタンをクリッ

クし、表示する翻訳言語を選択すると、こ

れまでに選択された質問および回答の日

本文と翻訳文が一覧表示される。 

 

 

 

 

 

 

５．２．  表示方法 

 表示項目は、予診画面、問診画面、説明

画面毎にまとめられ、それぞれの画面で選

択された時間の順に並べられている。 



５．３．  印刷・エクスポート 

 表示画面の内容は、この画面から印刷す

ることができる。また、Word、Excel、Pdf

等各主形式のデータにエクスポートし、テ

キストデータとして保存することも可能

である。 

６．  終了、保存 

 終了する場合、診療画面左側上部の「終

了」ボタンをクリックする。利用データは、

常にシステム内に保存されるが、その保存

データのファイル名を指定できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．  既存データの検索・削除・再入力 

７．１．  既存データの検索 

 選択画面の上部にある「既存データ」ボ

タンをクリックすることにより、検索画面

に進む。画面右側の「検索」ボタンをクリ

ックすると保存されているすべてのファ

イルの一覧が表示される。 

７．２． ファイルの削除 

 検索画面でファイルを選択し、画面上部

の「削除」ボタンをクリックすると、当該

ファイルは削除される。 

７．３．  再入力 

 検索画面でファイルを選択肢、画面上部

の「再入力」ボタンをクリックすると、当

該ファイルのデータを呼出し、再入力する

ことが可能である。再入力を終了する場合

に、ファイル名を前のファイル名と同一と

するとファイルは上書きされ、別のファイ

ル名を付けると新しいデータとして保存

される。 

 

８．  ユーザーID、パスワードの設定、

削除、変更 

 選択画面の上部にある「基本設定」ボタ

ンをクリックすると基本設定画面に進む。 

 基本設定画面では、ユーザーID、パスワ

ードの設定、削除、変更が可能である。 

 なお、ユーザーには管理クラスユーザー

と一般ユーザーの２つのクラスがあり、こ

の基本設定画面の操作は管理クラスユー

ザーだけが可能である。 
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